
AIRRECT Ver19.0.0 機能強化 

 

本ドキュメントはVer19.0.0での主要な追加機能および仕様変更の概要を記載します。
 

軽微な機能追加や仕様変更、不具合修正に関しては、リリースノートをご参照ください。  

No. 機能 

1 802.11bレートの無効化 

2 周波数ごとのレート制御 

3 アップリンクポートのフェイルオーバー 

4 欠落VLANの検出 

5 フロアマップへのスイッチ配置 

6 パケットキャプチャのローミング追跡 

7 AP-サーバ通信キーの監査レポート 

8 レポートフィルター 

9 クライアント詳細情報の強化 

10 アクセスポイントの構成ステータス 

11 AI分析力の強化 

  



1．802.11b レートの無効化 

SSID設定にて、低レート(IEEE802.11b)クライアントのSSID接続を無効にできるようになりました。 

この機能によって、ネットワーク全体の通信品質と速度を向上させることができます。 

 

 
 

 

2．周波数ごとのレート制御 

通信の最小レート(最小通信速度)を周波数単位で設定できるようになりました。 

この機能によって、ネットワーク全体の通信品質と速度をより柔軟に最適化することができます。 

 

 

  



3．アップリンクポートのフェイルオーバー (対象機種：AP-6810, AP-6220) 

これまで再起動が伴っていたアップリンクポート(LAN1とLAN2)の切り替えが、アクセスポイントの再起動

なく、クライアントの無線接続を維持したまま、切り替えができるようになりました。 

切り替え発生後に、LAN1ポートを優先的にアップリンクポートとして使用することもできます。 

 

 

 

 

4．欠落 VLAN の検出 

アクセスポイントが無線通信で使用するVLANがネットワーク上に存在しない(未設定の)場合、 

そのVLANを自動で検出できるようになりました。この機能によって、ネットワーク管理者はネットワーク内（

スイッチ）におけるVLAN設定のミス/不整合等を迅速に把握することができます。 

 

 

  



5．フロアマップへのスイッチ配置 

スイッチングハブも、フロアマップ上の好きな位置に配置できるようになりました。 

 

 
 

 

6．パケットキャプチャのローミング追跡 

無線パケットキャプチャがクライアントのローミングを追跡できるようになりました。 

この機能によって、クライアントがローミングしても、パケットをロスなく継続的にキャプチャすることができます。 

 

 

  



7．AP-サーバ通信キーの監査レポート 

AP-サーバ通信キータイマーの設定変更履歴を取得できるようになりました。 

レポートには、タイマー期間中にクラウドへ接続されたアクセスポイントの接続情報(AP-6810のみ対応)

も含まれます。 

 

 

 

 

8．レポートフィルター 

レポート生成時にデータをフィルターできるようになりました。 

この機能によって、必要なデータだけを抽出、表示でき、レポートの生成をより早く、より見やすくできます。 

 

 

  



9．クライアント詳細情報の強化 

SSIDプロファイルに設定された通信方式と、クライアントが実際に使用している通信方式を区別して表示

できるようになりました。これによって、Transition Mode（混在モード）のSSIDに接続するクライアント

であっても、より正確な接続情報を確認することができます。さらに、クライアントの省電力モード、SU-

MIMO/MU-MIMOの使用状況、空間ストリーム数など、より詳細な情報も確認できるようになりました。 

 

 
 

 

10．アクセスポイントの構成ステータス 

クラウドで、SSIDやデバイスの構成変更をしたときのアクセスポイントへの反映状況を、モニター画面にて

構成ステータスとして確認することができるようになりました。具体的には、アクセスポイント側で「受信中」「

適用中」「適用済み」のどの状態にあるかと最終反映時間を把握することができます。 

 

 

  



11．AI 分析力の強化 

SSID間のホッピング(クライアントが異なるSSID間で接続を切り替える動作)を原因とする接続障害を

AIが検出できるようになりました。 

 


